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【手続補正書】
【提出日】平成27年10月5日(2015.10.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有機酸および／またはその塩類を燻煙で処理する工程を含む、有機酸および／またはそ
の塩類の風味改善方法。
【請求項２】
　前記有機酸および／またはその塩類が、酢酸、クエン酸、リンゴ酸、フマル酸、アジピ
ン酸、グルコノデルタラクトン、酒石酸、アスコルビン酸、およびアミノ酸からなる群か
ら選択される少なくとも１種の酸である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記有機酸および／またはその塩類が、ナトリウム塩、カルシウム塩、カリウム塩、お
よび鉄塩からなる群から選択される少なくとも１種の塩である、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　有機酸および／またはその塩類を燻煙で処理する工程を含む、食品添加剤の製造方法。
【請求項５】
　前記有機酸および／またはその塩類が、酢酸、クエン酸、リンゴ酸、フマル酸、アジピ
ン酸、グルコノデルタラクトン、酒石酸、アスコルビン酸、およびアミノ酸からなる群か
ら選択される少なくとも１種の酸である、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記有機酸および／またはその塩類が、ナトリウム塩、カルシウム塩、カリウム塩、お
よび鉄塩からなる群から選択される少なくとも１種の塩である、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　請求項４から６のいずれかに記載の方法で得られた食品添加剤を食品に添加する工程を
含む、食品の製造方法。
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